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2わたしの議会。

9月
議会報告

令和元年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定の
ほか、負担付きの寄附の受納についてなど、議案23件と
発議３件、請願１件を審議しました。

○	ふるさと納税寄附金は、真珠製品の復活により前年対比２億4,974万5,000円増の４億2,826万5,000円となりました。
○	財政調整基金残高は、１億5,000万円の取崩、１億2,681万1,000円の積立により５億5,454万9,000円となりました。
○	�普通建設事業費は、水産研究所建設工事や鳥羽市民体育館メインアリーナ改修工事などを行い、前年度比６億
8,504万8,000円増の16億7,914万9,000円となりました。

	� 令和元年度の決算は、一般会計で実質収支が３億4,738万2,000円の黒字となり、前年度の実質収支を差し引い
た単年度収支においても416万2,000円の黒字となりました。

	� また、特別会計では実質収支において国民健康保険事業で4,571万4,000円、介護保険事業で9,544万5,000円、
後期高齢者医療で435万9,000円の黒字となっており、５事業の合計で１億4,552万円の黒字となりました。

	 令和元年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 平成30年度
実質収支

令和元年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一般会計 12,078,053 11,729,746 348,307 925 347,382 343,220 4,162

特
別
会
計

国民健康
保険事業 2,983,000 2,937,286 45,714 0 45,714 103,763 △ 58,049

介護保険
事業 2,820,996 2,725,551 95,445 0 95,445 89,153 6,292

定期航路
事業 637,867 637,866 1 0 1 1 0

特定環境
保全公共
下水道事業

142,613 142,612 1 0 1 1 0

後期高齢者
医療 510,499 506,140 4,359 0 4,359 5,261 △ 902

小計 7,094,975 6,949,455 145,520 0 145,520 198,179 △ 52,659
合計
（一般＋特別） 19,173,028 18,679,201 493,827 925 492,902 541,399 △ 48,497

■歳入 ■歳出

27年度 11,167 10,853

28年度 11,615 11,348

29年度 11,649 11,431

30年度 11,671 11,241

令和
元年度 12,078 11,7309,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

27年度 28年度 令和元年度30年度29年度

令和元年度 会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

令和元年度 決算の概要
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問	�

市
長
は
去
年
３
月
議
会
で
「
一
陽
来
復
予
算
」
と
命
名
す
る
と

言
い
ま
し
た
。
結
果
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

真
珠
製
品
の
ふ
る
さ
と
納
税
復
活
が
、
市
民
に
と
っ
て

も
、
経
済
界
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
金
額
的
に
も
で
す
が
、
真
珠
と
い
う
、

こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
い
ま
す
か
プ
ラ
イ
ド
み

た
い
な
も
の
が
ま
た
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
気
持
ち
の

面
で
も
温
か
さ
、
春
、
来
復
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
種

ま
き
と
い
う
意
味
で
は
事
業
は
ほ
ぼ
順
調
に
予
算
の
執
行
も
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
咲
い
て
く
る
花
を
待
ち
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長ほ

ぼ
順
調
に
予
算
執
行
し
た

戸
上
健

一
陽
来
復
予
算
に
な
っ
た
の
か

・
議
案
質
疑
・

　各常任委員会に 21 議案と１請願が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
28
号　

鳥
羽
市
土
地
開
発
基

金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
基

金
を
活
用
し
た
用
地
の
先
行
取
得
機

会
の
減
少
に
鑑
み
、
財
源
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行

う
。

〈
内
容
〉

基
金
の
一
部
が
処
分
で
き
る
よ
う
に

改
め
る
。）

問	�

土
地
開
発
基
金
と
し
て
の
役
割
が

少
な
く
な
っ
た
と
あ
る
が
、
今
後

土
地
開
発
基
金
と
し
て
の
利
用
は

な
い
の
か
。

答	�

役
割
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
基
金
の
す
べ
て
を
取
り
崩
す

わ
け
で
は
な
い
。

総務民生
委員会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
25
号　

負
担
付
き
の
寄
附
の

受
納
に
つ
い
て
（
市
民
の
健
全
な
心

身
の
発
達
と
体
力
の
向
上
に
資
す
る

武
道
振
興
事
業
の
拠
点
と
し
て
鳥
羽

市
武
道
振
興
会
か
ら
鳥
羽
市
武
道
館

を
受
納
す
る
。

〈
寄
附
の
条
件
〉

武
道
館
の
運
営
を
継
続
し
、
武
道
の

振
興
を
図
る
こ
と
等
）

議
案
第
34
号　

鳥
羽
市
運
動
施
設
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
鳥
羽
市
民
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
利
用
料
金
を
定
め
る
と
と

も
に
、
鳥
羽
市
武
道
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
、 

所
要
の
改
正
を
行

う
。）

文教産業
委員会



4わたしの議会。

問	�

武
道
館
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
す
み
分
け

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答	�

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
国
体

終
了
後
に
器
具
を
入
れ
る
予
定
を

し
て
い
る
。
武
道
館
は
ウ
エ
イ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
は
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
等
の

健
康
を
重
視
し
た
器
具
を
入
れ
、

対
象
者
を
分
け
て
運
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
35
号　

景
観
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
（
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
た
め
、
景
観
法
に
基
づ
く
鳥
羽
市

景
観
計
画
を
策
定
す
る
。）

問	�

計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
く
の
か
。

答	�

半
年
間
の
周
知
期
間
を
設
け
る
予

定
で
あ
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
に
、
景
観
に
対
し
て
の

認
識
を
高
め
る
た
め
、
年
明
け
頃

に
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。
計

画
の
中
に
重
点
候
補
地
区
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
該
当
地
区
の
町

内
会
長
に
は
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
各
種
団
体
等
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

認
定
第
１
号　

令
和
元
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

審
査
終
了
後
の
委
員
間
討
議
で

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

 

企
画
財
政
課

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
つ
い

て
隊
員
の
持
つ
ス
キ
ル
を
も
っ
と
活

か
し
、
他
課
の
事
業
と
の
結
び
つ
き

を
強
く
し
た
ら
ど
う
か
。
隊
員
の
存

在
が
地
域
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い

る
。
契
約
終
了
後
と
な
る
４
年
目
以

降
の
活
動
に
結
び
付
け
て
ほ
し
い
。

　

鳥
羽
高
校
活
性
化
支
援
事
業
で

は
、
生
徒
た
ち
が
地
域
課
題
に
対
す

る
解
決
策
を
考
え
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
と
も
に
実
践
し
て
お
り
、「
海

女
Ｖ
Ｒ
動
画
」
や
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
看
板
の
作
成
な
ど
鳥
羽

高
生
の
力
を
活
か
し
た
素
晴
ら
し
い

事
業
成
果
を
高
く
評
価
し
た
い
。

 

健
康
福
祉
課

　

ま
ち
ト
ー
ク
の
実
施
に
よ
り
地
域

課
題
を
つ
か
み
、
地
区
単
位
で
の
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
事
業
の
廃
止
や
事

業
間
の
連
携
に
つ
い
て
の
検
討
材
料

と
す
べ
き
で
あ
る
。

 

農
水
商
工
課

 

観
光
課

　

海
女
文
化
の
継
承
と
漁
観
連
携
の

更
な
る
拡
充
に
つ
い
て
は
観
光
課
と

農
水
商
工
課
の
連
携
を
更
に
お
願
い

す
る
。

 

建
設
課

　

空
き
家
活
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
の
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

 
消
防
本
部

　

新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、
各

分
団
の
消
防
車
両
や
格
納
庫
の
整
備

要
望
に
対
し
て
、
対
応
が
遅
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
積
み
残
し
課
題
の

解
消
を
要
望
す
る
。

 

学
校
教
育
課

　

学
校
図
書
館
整
備
事
業
で
は
、
学

校
図
書
の
貸
し
出
し
実
績
が
増
え
て

い
る
が
、
各
小
中
学
校
か
ら
は
司
書

資
格
者
の
派
遣
増
加
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ
の
意

欲
を
増
進
す
る
た
め
に
も
司
書
資
格

者
の
派
遣
日
数
増
加
を
要
望
す
る
。

教
育
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

 

生
涯
学
習
課

　

本
当
に
海
女
と
出
会
え
る
ま
ち
の

実
現
を
す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
海
の

博
物
館
と
連
携
し
、
海
女
の
休
漁
期

間
に
海
女
と
会
え
る
機
会
を
作
る
な

ど
検
討
し
、
海
女
、
海
の
博
物
館
の

両
方
の
収
入
増
に
結
び
つ
け
て
ほ
し

い
。

　

図
録
「
三
島
由
紀
夫
と
神
島
」
の

刊
行
に
つ
い
て
、
議
員
の
と
こ
ろ
に

も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
も
ら
っ
て

お
り
、
事
業
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
、
高
く
評
価
す
る
。

常任委員会報告

予算決算
委員会
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議
案
第
20
号　

令
和
２
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

問	�
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務
で
感
染
者

の
行
動
履
歴
で
市
の
施
設
が
該
当

し
た
場
合
に
除
染
作
業
す
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
該
当

す
る
こ
と
を
知
る
の
か
。

答	�

保
健
所
か
ら
の
情
報
提
供
で
知

る
。

問	�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
壁
と
し

て
、
地
域
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
率

の
低
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
会

社
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
い
っ
た

こ
と
が
あ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答	�

地
域
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
率
の
低

さ
で
考
え
る
の
で
は
な
く
施
設
で

の
整
備
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
実
施
企
業
は
少
な
い
が

テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
で
あ
る
と
わ

か
っ
た
企
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
先

進
地
の
こ
と
も
参
考
に
し
な
が
ら

セ
ー
ル
ス
な
ど
働
き
か
け
、
推
進

し
て
い
く
。

提
言
書

　

決
算
審
査
の
委
員
間
討
議
を
踏
ま

え
、
10
月
２
日
に
提
言
書
を
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
提
言
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
．	�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
変
わ
り
つ
つ

あ
る
社
会
生
活
の
あ
り
方
を
踏

ま
え
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と

人
、
世
代
や
分
野
を
超
え
つ
な

が
る
こ
と
で
、
明
る
く
豊
か
な

地
域
を
と
も
に
創
り
あ
げ
て
い

く
鳥
羽
市
独
自
の
地
域
共
生
社

会
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
ま
ち
ト
ー
ク
な
ど
に
よ

る
地
域
課
題
の
把
握
、
各
課
の

意
識
共
有
を
行
い
な
が
ら
、
課

題
解
決
の
た
め
に
全
庁
あ
げ
て

具
体
的
な
事
業
展
開
に
努
め
ら

れ
た
い
。

２
．	�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
小
中
学
生
の
児
童
生
徒
に
１

人
１
台
Ｐ
Ｃ
整
備
と
学
校
に
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
性
を
育
む
教
育
な
ど
、
昨

今
の
教
育
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し

い
ス
ピ
ー
ド
で
変
革
が
な
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

教
育
環
境
の
み
な
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
変
化
を
見
据
え
、「
鳥

羽
市
で
子
育
て
で
き
て
良
か
っ

た
」「
誰
も
が
鳥
羽
市
で
子
ど

も
を
育
て
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
教
育
環
境
の
充
実
・
拡

充
を
さ
れ
た
い
。

　

提
言
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

浅あ
さ

尾お 

美み

さ沙 

氏

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

小こ

竹た
け 

覚さ
と
る 

氏

常任委員会報告

人
　
事

左から 山本副議長、木下議長、浜口予算決算常任委員長、中村市長
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議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

坂
倉
紀
男

世
古
安
秀

20 令和２年度鳥羽市一般会計補正予算（第８号）
９月４日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

21 令和２年度鳥羽市定期航路事業特別会計
補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 令和２年度鳥羽市一般会計補正予算（第９号）

10月２日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 令和２年度鳥羽市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 令和２年度鳥羽市定期航路事業特別会計
補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 負担付きの寄附の受納について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 鳥羽市みえ森と緑の県民税市町交付金基
金条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 鳥羽市森林環境譲与税基金条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 鳥羽市土地開発基金条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 鳥羽市税外収入金に係る督促及び延滞金
に関する条例等の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 鳥羽市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例の一部改正について ９月４日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 鳥羽市民の環境と自然を守る条例の一部
改正について

10月２日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32
鳥羽市における再生可能エネルギー発電
事業と自然環境等の保全との調和に関す
る条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 鳥羽市景観条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 鳥羽市運動施設の管理に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 鳥羽市景観計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 鳥羽市辺地の総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 令和元年度鳥羽市水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 教育委員会委員の任命について
９月15日

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 工事請負契約の締結について

10月２日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定1 令和元年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定2 令和元年度鳥羽市水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願1 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議4
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議5 防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議6 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告3 令和元年度鳥羽市健全化判断比率の報告について
報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告4 令和元年度鳥羽市定期航路事業特別会計資金不足比率の報告について

報告5 令和元年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について

報告6 令和元年度鳥羽市水道事業会計資金不足比率の報告について

報告7
一般財団法人鳥羽市開発公社及び公益財
団法人鳥羽市武道振興会の経営状況の報
告について

議員別表決結果令和２年９月４日～ 10月２日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権



7 わたしの議会。

９月10日～９月11日に７人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。
日程 議員氏名 項目

９月10日（木）

戸上　健
コロナ禍から市民の命と営業を守るための諸対策について
コロナ禍における新たな「人権条例」の制定について
コロナ禍における新たな図書館運営について
コロナ禍が示した災害対応の強化策について

濱口正久 コロナ禍の学校教育の現状把握と今後の教育ビジョンについて
コロナ禍における経済の振興策と域内循環について

南川則之 鳥羽市公共施設等総合管理計画について
市が取り組むべき鳥獣被害対策について

瀬﨑伸一 ＡＬＴを主軸にした子ども達の英語学習環境について
コロナ禍を生きる子ども達の学習環境について

９月11日（金）
河村　孝 海女漁業の現状と今後の支援対策について

地域公共交通について
浜口一利 新型コロナウイルス感染症阻止と経済再開について
山本哲也 新型コロナウイルスによる観光への影響と今後の観光行政について

戸上　健

問	�

国
の
責
任
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
よ

う
に
改
め
て
国
、
県
へ
強
く
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
市
長
の
姿

勢
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

自
治
体
の
規
模
や
財
政
力
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
部
分
が
多
く
、
同
じ
よ
う

に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
と

い
う
違
い
で
環
境
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
動
向
に
注
視
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
国
に
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問	�

相
談
窓
口
は
機
能
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

９
月
１
日
よ
り
国
の
休

業
支
援
金
・
給
付
金
の
申
請
手
続
き
の
支

援
に
つ
い
て
対
応
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

９
月
４
日
よ
り
毎
週
金
曜
日
、
市
相
談
所

と
同
じ
市
民
文
化
会
館
※ 

３
階
に
て
、
中

小
企
業
庁
の
三
重
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

問	�

第
２
次
補
正
の
実
施
計
画
は
教
訓
を
踏

ま
え
て
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
、
市
民
と
業
界
は
願
っ
て
い
ま
す
。
小

中
学
校
体
育
館
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

の
導
入
と
避
難
者
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

補
充
は
い
か
が
で
す
か
。

答	�

総
務
課
副
参
事　

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
で
き
る
う
ち
に
少
し
で
も
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
、
体
育
館
等
、
大
規

模
な
避
難
所
に
一
定
数
を
配
備
で
き
る
よ

う
、
実
施
計
画
へ
の
取
り
ま
と
め
を
調
整

し
て
い
ま
す
。

※
市
民
文
化
会
館
…
現
鳥
羽
市
役
所
西
庁
舎

市
長必

要
で
あ
れ
ば
国
へ

求
め
て
い
き
た
い

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

国
・
県
へ
強
く
働
き
か
け
て

鳥羽市新型コロナウイルス感染症関連助成金等事務相談所
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南川則之

問	�

菅
島
保
育
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建
て
で
、
１
階
が
耐
震
性
能
を
下
回
る
老

人
憩
い
の
家
で
２
階
が
耐
震
性
能
を
上
回

る
保
育
所
で
す
。
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
１
階
の
老
人
憩
い
の
家
が
崩
壊
す

れ
ば
、
２
階
の
保
育
所
も
崩
壊
す
る
と
思

う
が
、
建
設
課
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

建
設
課
長　

１
階
部
分
の
耐
震
性
能
が
指

標
値
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、
２
階
は
耐

震
性
能
が
あ
っ
て
も
建
物
全
体
と
し
て
は

危
険
性
が
あ
る
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

問	�

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
倒
壊
等
の

危
険
性
の
あ
る
菅
島
保
育
所
は
、
耐
震
問

題
を
解
決
す
る
予
算
等
、
早
急
に
判
断
し

て
対
応
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の

判
断
を
聞
き
ま
す
。

答	�
市
長　

東
日
本
大
震
災
時
に
私
は
丁
度
、

菅
島
に
お
り
港
か
ら
小
学
校
に
逃
げ
た
と

い
う
特
別
な
思
い
が
あ
り
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
口

減
少
が
進
む
中
、
既
に
あ
る
小
学
校
校
舎

を
活
用
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
の
最
善
策

だ
と
考
え
ま
す
。

問	�

松
尾
町
内
会
も
鳥
獣
被
害
に
悲
鳴
を
上
げ

て
い
ま
す
。
鳥
獣
害
対
策
へ
の
本
気
度
を

聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

農
水
商
工
課
だ
け
で
や
っ
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
り
、
全
て
の
課
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
重
要
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長し

っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い

耐
震
問
題
の
あ
る

菅
島
保
育
所
の
今
後
の
対
応
は

１階菅島老人憩いの家、２階菅島保育所

濱口正久

問	�

市
内
事
業
者
の
指
名
に
つ
い
て
、
明
文
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
市
長
の

考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

地
元
経
済
の
振
興
と
域
内
循
環
の

観
点
に
お
い
て
は
、市
内
事
業
者
の
育
成
、

優
先
は
常
に
意
識
を
し
て
い
ま
す
。
発
注

内
容
に
応
じ
ら
れ
る
と
判
断
で
き
る
市
内

事
業
者
は
、
可
能
な
限
り
指
名
を
し
、
受

注
で
き
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
指
示
を
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
明
文
化
に
つ
い
て
、

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
物
品
等

の
調
達
に
当
た
り
、
市
の
方
針
を
明
文
化

も
し
、
市
内
事
業
者
に
対
し
て
も
し
っ
か

り
周
知
を
し
て
、
市
の
姿
勢
を
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

１
次
産
業
、
特
に
主
要
産
業
で
あ
る
水

産
業
に
学
ぶ
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
育

み
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
、
次
世
代
の
担
い
手
育
成
に
も
つ
な
が

る
重
要
な
教
育
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
ま
す
。

答	�

教
育
長　

当
面
は
、
二
つ
の
領
域
に
絞
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
目
は
、
農
業
・
林
業
・
人
々
の

暮
ら
し
方
も
含
め
た
豊
か
な
海
を
守
る
た

め
の
海
洋
教
育
、
二
つ
目
が
後
継
者
育
成

も
視
野
に
入
れ
た
生な

り
わ
い業

と
し
て
の
漁
業
で

す
。
鳥
羽
固
有
の
研
究
施
設
や
社
会
教

育
施
設
の
活
用
、
専
門
家
の
英
知
を
結
集

し
、
幼
・
小
・
中
、
系
統
的
で
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
し
っ
か
り
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長市

の
方
針
を
明
文
化
、

姿
勢
を
示
し
た
い

市
内
事
業
者
指
名
の

明
文
化
は

鳥羽市水産研究所に奈良教育大学附属中学校
が海藻について見学研修に訪れました

教
育
長

海
洋
教
育
と
生な

り
わ
い業
と
し
て
の
漁
業
に

絞
り
な
が
ら
進
め
た
い

今
後
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

市
長

全
て
の
課
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
重
要

な
問
題
だ
と
思
い
ま
す

鳥
獣
害
対
策
へ
の
市
長
の

本
気
度
は
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瀬﨑伸一

問	�

Ａ
Ｌ
Ｔ
※ 

が
３
名
に
増
え
た
効
果
を
聞
き

ま
す
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

２
名
体
制
の
場
合
、
１

日
に
複
数
校
へ
配
置
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
３
名
と
な
り
、
１

日
を
通
し
て
配
置
で
き
る
た
め
、
休
み
時

間
な
ど
も
児
童
、
生
徒
と
触
れ
合
う
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問	�

英
語
教
育
の
今
後
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

答	�

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
に
つ
い
て
は
民

間
の
委
託
会
社
と
契
約
し
て
お
り
、
し
っ

か
り
し
た
研
修
体
制
と
選
抜
体
制
を
選
ん

だ
が
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
よ
う
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
数
が
い
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
熱
意
あ
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
そ
れ
に
食
い
つ
い
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

問	�

低
年
齢
か
ら
の
英
語
教
育
が
重
要
と
思
い

ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て

は
、
実
質
的
世
界
の
共
通
言
語
で
あ
る
英

語
の
習
得
は
不
可
欠
で
あ
り
、
早
い
段
階

か
ら
始
め
る
こ
と
は
、
英
語
そ
の
も
の
や

世
界
に
対
す
る
抵
抗
を
な
く
し
、
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
鳥
羽
市
に
お
い
て
も
、
将
来
を

担
う
人
材
、
国
際
観
光
文
化
都
市
で
活

躍
す
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
も
、
英
語

教
育
は
市
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
て
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※�

Ａ
Ｌ
Ｔ
…
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ 

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ

ｇ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
の
略
で
外
国
語
指
導
助
手

の
こ
と

市
長早

い
段
階
か
ら
始
め
る

こ
と
は
可
能
性
を
広
げ
る

英
語
教
育
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
は

昨年度実施された鳥羽市イングリッシュキャンプ

河村　孝

問	�

海
女
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
で
予

算
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
の
考
え

を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

地
域
再
生
計
画
の
区
切
り
の
年
度

で
あ
っ
た
ほ
か
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

集
中
取
組
を
踏
ま
え
、
大
変
苦
渋
の
決
断

で
は
あ
り
ま
す
が
、
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
継
続
す
べ
き
事
業
を
中
心
に
予
算
化

を
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

問	�

多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
海
女
の
所
得
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま

せ
ん
。
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

海
女
の
収
入
を
直
接
的

に
底
上
げ
し
て
い
く
と
い
う
部
分
で
ま
だ

ま
だ
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

答	�
市
長　

文
化
面
に
目
が
行
っ
て
、
苦
労
し

て
、
あ
る
い
は
楽
し
み
つ
つ
獲
っ
て
く
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
、
プ
ロ
セ
ス
の
価
値

が
う
ま
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
の
で
海
女
が
獲
っ
た
も
の
の
よ

さ
を
漁
観
連
携
の
中
で
も
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

最
後
に
海
女
漁
業
の
振
興
に
向
け
た
思
い

を
改
め
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

海
女
漁
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
も
、
全
国
の
海
女
を
リ
ー

ド
し
て
い
け
る
よ
う
、
い
た
だ
い
た
ご
提
案

も
含
め
て
振
興
協
議
会
や
漁
観
連
携
と
も

し
っ
か
り
と
連
携
を
と
っ
て
、
必
要
な
施

策
を
打
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長必

要
な
施
策
を

打
っ
て
い
き
た
い

海
女
漁
業
の

振
興
に
向
け
た
思
い
は

海女漁獲物ブランド「海女もん」海女漁獲物保証票
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山本哲也

問	�

鳥
羽
市
の
観
光
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答	�

観
光
課
長　

お
盆
時
期
の
調
査
で
は
、
宿

泊
者
数
は
29
・
２
％
減
で
し
た
。
観
光
客

動
向
把
握
の
指
標
と
も
言
え
る
入
湯
税
収

入
額
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
対
前
年
比

64
％
減
。
直
近
の
７
月
入
湯
税
収
入
で
は

対
前
年
度
の
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
34
％
と
、

大
変
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問	�

市
内
で
も
二
極
化
が
あ
る
か
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答	�

観
光
課
長　

回
復
傾
向
に
あ
る
事
業
所
と

そ
う
で
な
い
事
業
所
の
温
度
差
、
二
極
化

に
つ
い
て
宿
泊
業
だ
け
で
は
な
く
、
飲
食

業
や
小
売
業
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事

業
所
に
も
寄
り
添
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
の
現
状
把
握
・
連
携
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

今
後
の
観
光
行
政
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

答	�

市
長　

１
つ
目
は
、
原
点
回
帰
と
い
う
こ

と
で
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
可

能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
観
光
客
と
受
入
れ
側
の
立
場

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
も
て
な
す
側
も
楽
し

ん
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
が
で
き
る
、
こ

れ
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
で
す
が
観

光
の
仕
事
と
い
う
か
、
お
客
さ
ん
の
平
準

化
で
す
。
４
つ
目
は
域
内
経
済
循
環
に
よ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
課
長

入
湯
税
は

対
前
年
比
64
％
減

鳥
羽
市
の
観
光
の
状
況
は

施策の効果や観光基本計画の見直しの必要性についても問いました

浜口一利

問	�

地
方
へ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を
進
め
て
い
る
。
国

の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す

か
。

答	�

市
長　

命
と
経
済
の
両
立
を
柱
に
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

問	�

市
民
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
感
染
予
防
の

た
め
の
取
り
組
み
を
聞
き
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

新
し
い
生
活
様
式

を
取
り
入
れ
た
感
染
防
止
対
策
の
周
知
徹

底
を
確
実
に
行
い
、
必
要
な
施
策
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問	�

特
に
観
光
地
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い

感
染
予
防
策
を
聞
き
ま
す
。

答	�

観
光
課
長　
「
新
し
い
生
活
様
式
」「
新
し

い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を
取
り
入
れ
た「
こ

れ
か
ら
の
当
た
り
前
」
を
提
唱
し
て
い
る

ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
全
国
へ
伝
え
る
こ
と

で
、
選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
第
１
歩
と

な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問	�

感
染
防
止
と
経
済
活
動
、
市
民
を
守
る
た

め
に
は
市
長
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

答	�

市
長　
「
市
民
の
命
を
守
り
、
一
つ
の
事

業
所
も
倒
産
さ
せ
な
い
」
と
い
う
予
防
と

経
済
面
の
両
立
は
何
度
も
言
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
経
済
対
策
部
会
、

情
報
発
信
部
会
を
設
置
し
て
、
市
民
の
命

と
経
済
を
守
り
、情
報
発
信
を
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長私

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

通
じ
て
進
め
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
阻
止
と

経
済
活
動
の
取
り
組
み
は

携帯用除菌スプレー「旅するスプレー」と
感染予防対策実施ステッカー
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　市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせておりますので、
市民の皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて

７月にＴＯＢＡミライトークを２団体と実施しました。

ＴＯＢＡミライトーク
開催中！

ＴＯＢＡミライトークの詳しい内容や申込用紙は市議会ホームページをご覧ください。
http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/tobamiraitalk.html TOBAミライトーク 検 索

７月16日　商工会議所女性部
テーマ  産業振興、雇用・環境、まちづくり・防災

参加人数  10 人
広報広聴委員会で協議、報告しました。
当日出された意見は議員活動の参考といたします。

７月27日　鳥羽市教育委員
テーマ  子育て支援、教育

参加人数  ４人
広報広聴委員会で協議し、報告しました。
当日出された意見は議員活動の参考といたします。

鳥羽市議会公式 LINE（ライン）を開設
鳥羽市議会ではこれまで Twitter(@tobacitycouncil) や Facebook(@tobacitycouncil) 等ソーシャル
メディアを活用し情報発信を行ってきましたが、８月から市民の皆様に議会をもっと近くに感じていた
だけるよう、身近な情報発信ツールとして、公式 LINE アカウントを開設し、運用を開始しています。

① 議会日程等の情報発信
	� 一般質問や会議の日程等をお知らせし
ていきます。

② キーワードによる自動返信
	� LINEの自動返信機能を活用し、あらかじ
めキーワードを設定しておくことで、
すぐに知りたい情報が返信されます。

	 例：議案・日程・一般質問 等

登録方法
ＱＲコードを読み取るか
ＬＩＮＥアプリで「鳥羽市議会」
と検索してみてください。
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今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画です。

きらり輝く人達

星槎国際高等学校川口３年生。
鳥羽フェンシングクラブ出身。
2020年９月26日に行われた第73回フェンシング全日本選手権大会では男子
サーブルにおいて史上最年少（17歳）で優勝に輝いた。また、翌日27日に行
われたHigh School Japan Cup 2020※でも優勝し、２年連続で高校生チャ
ンピオンにも輝いている。

※�新型コロナウイルスの影響により全国高校総合体育大会（インターハイ）が中止となった
ことから開催された大会。

プロフィール

フェンシング選手

小
こ く ぼ

久保 真
ま お

旺 さん

 〒
517－0011

鳥
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市
鳥

羽
３
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目
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 ☎

0599－25－1206   
0599－25－1215   

gikai@
city.toba.lg.jp
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鳥
羽
市
議
会

検
 索

│
全
日
本
選
手
権
大
会
やH

igh School 
Japan Cup 2020

で
の
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
数
々
の
好
成
績
を
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始

め
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
、
父
親

の
職
場
の
方
に
勧
め
ら
れ
て
見
学
体
験
に

行
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で
す
。
楽
し
か
っ

た
の
で
兄
と
同
時
に
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

│
現
在
は
鳥
羽
市
を
離
れ
、
競
技
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
小
久
保
さ
ん
に
と
っ
て

鳥
羽
市
は
ど
ん
な
街
で
す
か
。

　

私
に
と
っ
て
の
鳥
羽
は
心
身
共
に
落
ち

着
け
る
場
所
で
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
時
間
の
流
れ
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い

て
、
海
、
山
、
食
、
全
て
に
お
い
て
私
の

癒
し
で
す
。
東
京
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り

改
め
て
鳥
羽
は
自
然
豊
か
で
素
晴
ら
し
い

街
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

い
つ
も
応
援
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

次
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
世
界
大
会

で
上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第173号をお届けします。
表紙にもありますように、鳥羽市議会公式の「LINE（ライン）」を始め
ました。「議会が住民に対して情報を公開するという一方的な意味合
いではなく「議会と住民がともに情報共有する」という考えのもと開
設しましたので、友だち登録をよろしくお願いいたします。

� 記　木下順一

広報広聴委員会 委員長　　山本哲也
副委員長　濱口正久
委員　　　南川則之
委員　　　奥村　敦
委員　　　河村　孝
委員　　　木下順一
委員　　　浜口一利

前号（第172号）の記事に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

４ページ
「平成元年政務活動費収支報告」となっていますが、正しくは「令和元年政務活動費収支報告」です。


